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生命科学系図書館における情報活用能力を重視した学習支援の
取組：エビデンスに基づいた生命科学を推進できるグローバル
　　　　　　　　　　　　　　　な人材育成プログラム
國　見　裕　美
抄録：「学生が情報活用能力を身に着けるプロセスを支援すること」に着目した学習支援として，生命科学
系の専門図書館である徳島大学附属図書館蔵本分館では「医生物分野において統計学に基づくビッグデータ
解析やデータマイニングを駆使して、実践的な課題発見・問題解決能力を持つ人材育成を支援すること」
「根拠に基づく医療を実践する重要性を学び，より質の高い医療情報を取り扱える人材育成を支援すること」
を目的とした2つのプログラムを企画・主催した。情報リテラシーの面からみた学習支援の取り組みとして
報告する。
キーワード：情報リテラシー教育，学習プロセス，生命科学系，統計学，ビッグデータ解析，データマイニ
ング，R言語，根拠に基づく医療，　EBMワークショップ
はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用教育や学習支援を担当してきており，上述した学
　大学図書館はこれまで「学習支援」を実施してき　　習支援の流れを実際に肌で感じてきた。これまで
たが，その内容は図書館ガイダンスやデータベース　　行ってきた情報リテラシー教育を振り返ると，図書
検索の講習会など，図書館が「利用者の役に立つ」　館から利用者に対し情報やサービスの種類や使い方
と考えて実施した利用指導・利用教育であった。　　　を教えることが中心で，利用者が情報を「使える」
　その後1996年の学術審議会による建議「大学図　　ようになることのみが目的であったように思う。そ
書館における電子図書館的機能の充実・強化につい　　こには，どのような文脈で情報を使い，使った先に
て」1）が契機となり，図書館独自で行う利用教育か　　何があるのか，そして何をしたいのかというプロセ
ら，カリキュラムと連携して行う情報リテラシー教　　ス全体は意識されておらず，主体的な学習を促すご
育へと変化させる試みが各大学で数多く行われてき　　とに寄与しているのかという疑問があった。この，
た2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「脱文脈化された環境下に情報リテラシーが成立す
　一方，高等教育は「教育」から「学習支援」の視　　るのか」という問題については井田6）が論じている
点重視への転換期を迎えている。　　　　　　　　　　ほか，茂出木7）も「個人的経験」として「授業と繋
　中教審2008年「学士課程教育の構築に向けて」　がらない検索講習会にどういう意味が見いだせるの
（審議のまとめ）3）においては，教育方法の具体的な　　か，暗澹たる気持ちでさえあった」と述べている。
改善方法として「学生の主体的・能動的な学びを引　　　また，情報リテラシー教育を高等教育改革の文脈
き出す教授法を重視し，例えば，学生参加型授業，　　で捉え直すと，野末8）や井上9）が指摘するように，
協調・共同学習，課題解決・探究学習などを取り入　　「情報の探索・収集（input）だけでなく，整理・分
れる」ということが提言され，2013年8月の「新　　析（throughput），表現・発信（output）までの一
たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて　　連の情報利用のプロセスを視野に入れた教育をどう
～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学　　デザインするか，ということが図書館には求められ
へ～（答申）」4）では知識の伝達・注入を中心とした　　てきて」おり，「「情報源の紹介・使い方」から「多
授業から，学生が主体的に問題を発見し解を見出し　　様な情報を使ってどのように問題解決を行い，学習
ていく能動的学習（アクティブ・ラーニング）への　　成果を出すか」という踏み込んだ情報リテラシー教
転換が必要であること，それを促す教育内容の方法　　育へと移行せざるをえない」状況にきていると考え
と工夫が不可欠であることが強調されている。この　　る。
ように，「伝統的な授業形式である「知識の注入」　　　徳島大学附属図書館蔵本分館では，生命科学系の
よりも学習者が自ら学び創造性を開発するよう誘導　　図書館として学生が学ぶプロセスに関与し，能動的
する学習支援が重視」5）されるようになっているの　　学習を支援するという観点から平成26年度に二つ
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のプログラムを企画し，実施することができた。こ
　筆者は国立大学附属図書館において10年程度利　　れらについて報告することで，情報リテラシー教育
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の面からみた学習支援のあり方を考える一つの契機　　な統計学やプログラム言語を学ぶカリキュラムが本
となれば幸いである。　　　　　　　　　　　　　学では整っていないことが理由として挙げられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EBMはEvidence－Based　Medicineの頭文字を
1．実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取ったもので“根拠に基づく医療”と訳され「最も
1．1徳島大学附属図書館における学習支援　　　　　　妥当な研究の根拠・臨床経験・患者の価値観・医療
　徳島大学附属図書館は常三島キャンパスの「本　　資源」の四要素からなるとされている13）。そして，
館」と蔵本キャンパスの「蔵本分館」の二つの図書　　「1．患者の問題の形式化」「2．問題についての情報
館で構成されており，それぞれのキャンパスに立地　　収集」「3．情報の批判的吟味」「4．情報の患者への
する学問分野に即したサービスを行っている1°）。蔵　　適用」「1－4のステップの評価」からなる五つのス
本分館のある蔵本キャンパスは，医学・歯学・薬　　テップを踏まえて実践するとされている14）15）。
学・栄養学・保健科学分野等生命科学系の学部，研　　　医療関係者の中にも「EBMとは論文を読んでそ
究部，共同教育研究施設及び大学病院を有してお　　の結果を患者に当てはめるものである」という誤解
り，蔵本分館は蔵本キャンパス全体をサービス対象　　があるが，決してそのような単純なものではなく，
とする，生命科学系の専門図書館である。高等教育　　情報を入手しその質を見極めたうえで，目の前の患
の学習支援重視への流れに呼応するかのように，徳　　者には何が最善なのかを，患者の価値観や自分の経
島大学では平成25年度に今後の図書館運営の方向　　験も踏まえて考えていく，ということが必要とな
性を検討する「図書館の今日的課題に関する検討　　る。
会」（以下「検討会」という。）が組織され，検討の　　　これはまさに「情報が必要なときにそれを認識
結果，附属図書館は教育・学習支援に軸足をおいた　　し，計画的に情報を収集，評価，整理管理し，情
運営をすること，そのために学習支援業務を担当す　　報を活用して効果的に発信することができる能
る副館長を置くことが決定した。これを受けて策定　　力」16）である情報リテラシー能力に通ずるものがあ
した「図書館の理念・目標」をホームページ上で公　　り，EBMを学ぶプロセスに関与することは図書館
開している11）。　　　　　　　　　　　　　　　　　が行うに相応しい学習支援なのではないかと考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。EBMワークショップは全国各地の大学や病院
1．2蔵本分館における学習支援　　　　　　　　　　で開催されている17）が，徳島大学では行われていな
　検討会の中で，各館の特色を生かした新しい学習　　かったことも理由の一つとして挙げられる。
支援について検討する機会があった。生命科学系の　　　また，本学は医・歯・薬の三学部を有している
専門図書館である蔵本分館では，具体例として統計　　が，これらのプログラムはどの学部にも関連性があ
解析のプログラム言語「R」を学ぶ講習会（以下　　り，蔵本地区全体をサービス対象としている図書館
「R講習会」という。）とEBM（根拠に基づく医療）　　が実施することで，特定の学部に偏らず門戸を開く
のプロセスを学ぶワークショップ（以下「EBM　　ことができる。その結果，多角的な視点で学習する
ワークショップ」という。）を提案した。　　　　　　機会を創出し，学部や既存学問分野の枠を超えた人
　提案するにあたっては「なぜ，図書館が統計や　　的ネットワークを形成できるということも，図書館
EBMなのか」「各学部がやるべきことなのではな　　が行う大きな意義であると考えた。
いか」という疑問に答え，蔵本分館が目指す学習支　　　これらの提案について図書館長から好意的な反応
援を明確に示す必要があった。「図書館は情報を取　　があったこともあり，予算を申請したものもあった
り扱う機関であり，医療系・生命科学系の学生が情　　が採択には至らず，引き続き実施可能な方法を検討
報を活用する能力を身に付けるプロセスに関わるこ　　することとなった。
とが蔵本分館の目指す学習支援である」というコン
セプトのもと，R言語とEBMを題材とする理由，　1．3実施の経緯
図書館が行う理由について検証した。R言語につい　　　検討会で教育・学習支援に軸足をおいた運営を行
ては，近年，医生物学分野とコンピュータやプログ　　うことが決定されたのを機に附属図書館の事務組織
ラミングなどの情報分野の関係が密接になっている　　も平成26年度に所属が情報部から学務部へと変更
こと，初年次教育で基本的な統計の使い方は学んで　　になり，組織面でも学習支援への体制が整った。
いるが，ゲノム解析等バイオインフォマティクス　　　学務部所属になった早々，2014年4月に学長裁
（生命情報科学と訳されることもあり，生物学の　　量経費（平成26年度パイロット事業支援プログラ
データを情報科学の手法によって解析する学問およ　　ム・教育改革支援事業）への申請募集の通知があっ
び技術12））系の研究者を目指す学生に必要な，高度　　た。図書館への通知はこの時が初めてであり，学務
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部に所属する利点が現れたといえる。　　　　　　　　程度必要と考えられたため，夏休み等の長期休暇中
　募集要項には「大学として推進すべき教育改革に　　でないと実施できない恐れがあったためである。
つながる取組または「徳島大学機能強化プラン　　　調整の末，2014年8月21日一22日の2日間にわ
（平成25年7月）18）」の教育機能改革の内容に合致　　たる実習を，バイオインフォマティクスによるバイ
する取組を対象とする」ことが示されており，R講　　オ・医療研究の推進のため，データ解析やシステム
習会とEBMワークショップは対象となり得ると考　　開発，トレーニングなどを行っている業者に依頼し
えられた。「徳島大学機能強化プラン」の掲げる教　　て行うことが決定した。初めての開催ということも
育機能改革との合致点を検証した結果「グローバル　　あり，初心者向けの内容で学部学生を対象とする
化に対応出来る人材養成とイノベーションを創出す　　「R言語によるやさしいバイオ統計実習」を行うこ
る人材育成並びに共通教育との連携の観点からの，　　とが決定した。定員については想定される参加者数
専門教育の見直し」「学部・教育部を超えた総合的　　について協力部局と検討した結果15名とした。開
な教育プログラム構築」「学生支援・図書館機能の　　催場所については，パソコン22台を設置している
強化」と合致するものとして申請計画を立案した。　図書館内のマルチメディアルームも考えられたが，
申請を計画した時点で，「もし，教員主体で行うな　　この分野に関連する学生のほとんどはノートパソコ
らここがやるのだろう」と思われる，大規模データ　　ンを所有しており，使い慣れた自分のパソコンで実
のバイオインフォマティクス解析や医学統計解析を　　習する方がより実践的に学べるのではないかという
行っている研究室，蔵本地区の学部・教育部の枠を　　協力部局からのアドバイスを受けたこともあり，図
越えた医療人育成教育の支援組織である医療教育開　　書館内のミーティングルーム（定員32名）とした。
発センター長，医学部教育支援センター内のStu－
dent　Lab（研究者を目指す医学部生が医学部以外の　　2．1．2　広報
分野からもサポートを受け低学年から実験・研究を　　　広報は蔵本地区学生・教職員へのメール送信（教
行えるバーチャルな研究室）に相談に行った。教員　　職員へのメールは学生の参加を促すよう依頼する内
の領域を事務方が侵すことになり不快に思われるの　　容），館内・各学部・学科へのポスター掲示，研究
ではないかということを危惧したが，そのようなご　　室へのビラの配布，図書館ホームページ・プログで
とは全くなく「図書館がやってくれるのならありが　　の告知など，対象者に届く考えられる限りの手段で
たい」「実施の際は協力部局とさせてほしい」とい　　行った。7月末という夏休み中の募集開始であった
う好意的な反応ばかりであった。　　　　　　　　　　が，あっという間に定員の15名が埋まった。また
　これらの反応にも力を得て，二つのプログラムを　　院生・教職員からも問い合わせがあり，原則として
「学部や既存学問分野の枠を超えた人的ネットワー　　学部学生を対象としていること，初心者向けのため
クの形成」「エビデンスに基づいた医療を実践する　　高度な内容は行わないことを説明し，それでも受講
ことの重要性を学び，より質の高い医療情報を取り　　したいと強い希望のある者のみ受講を受付した。最
扱える人材を育成する」「IT技術を利用した課題発　　終的には，定員を上回る23名の受講を受け付けた。
見・問題解決能力の重要性を認識させ，世界と競う
ことのできるグローバルな人材養成を支援する」の　　2．1．3　実施
三点を目的とし「エビデンスに基づいた生命科学を　　　プログラムの内容は表1のとおりである。
推進できるグローバルな人材育成プログラム」とし　　　初日はR言語の基本的な使い方を学び，度数分
て2014年5月に申請し，7月に採択された。申請　　布図，標準偏差など基本的な記述統計の説明を受け
の際には，かねてから実施について相談していた部　　た（写真1）。
局を実施に際しての協力部局として記載し，図書館　　　説明と並行して，統計に関する課題をR言語を
単独の事業ではないということを明記した。　　　　　用いて解くことにより，理解を深めた。初心者向け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ということで，データ値が変化すればグラフがどの
2．プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　ように変化するかを受講者へ見せながら説明するな
　各プログラムについての内容を紹介する。　　　　　ど，統計に不慣れな参加者にも理解できるよう配慮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がなされていたため，参加者は課題を順調にこなし
2．1R言語によるやさしいバイオ統計実習　　　　　ているようであった。
2．1．1企画・講師依頼　　　　　　　　　　　　　　　2日目は主に，正規分布や確率に基づく2群検定
　プログラムが採択されてすぐに，R言語を学ぶ講　　や相関，回帰，カイニ乗検定などの推測統計をR
習会の実施計画を立て始めた。というのも，2日間　　言語を使って処理をする統計手法を学んだ。課題も
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表1　「R言語によるやさしいバイオ統計実習」プログ　　も6件あり，初心者向けだけでなく，より高度な内
ラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容にもニーズがあることが伺えた。受講者のレベル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　lRとは　　　Rの基本（変墾・代人一　　られる。
「　　日時　三1タイトル　［　一一葵習内容　　一三　　に応じた講習会の開催が今後の検討事項として考え
　8／21（木）
10：00－17：00
推定と検定1繰り返し処理を用　　I　Python言語が5名（複数回答あり）となっており，
　　　　　　塞定統計・確’んとク　　　Linux関係やプログラム言語の要望が高いことが伺
　　　　　　禦返拠理を用　　えた。
，1雀1讐；。擬と擬2色・な検翻去とは12・2エビデンスに基づく医療を鐡するEBM
　　　　　　［；㌶エi璽⇒⊇rξ自1讐を開催している＿、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか存在するが，CASP　Japanというネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のコーディネーターである福岡敏夫氏（倉敷中央病
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CASP（Critical　Appraisal　Skills　Programme）は
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　CASP　Internationalの一部として日本を対象に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答　　　EBMワークショップを各地で開催していること，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催実績の一つに東海地区医学図書館協会が主催し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た「医療を学ぶ人のためのEBMワークショップin
　写真1　「RI「語によるやさしいバイオ統計実習」　　　愛知」があり，図書館との繋がりもあることが依頼
　実習風景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理由である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依頼の打診は，EBMワークショップを提案した
実践的な統計手法を利用することになり．これらの　　平成25年度に行っていた。2013年11月，もし徳
課題を解くためには，R言語でマトリックスを駆使　　島大学でワークショップを行うことができれば
する必要があるなど，次第に難しい内容へと進んだ　　CASP　Japanのメンバーに講師で来てもらうことは
ため，受講者はかなり真剣に説明を聞き．課題に取　　可能か，どのような手続きが必要かについて問い合
り組んでいた、、休憩時間の間も講師に質問したり参　　わせを行った。また，自分達が何をしたいのかを伝
加者同士で教えあったりするなどして自主的・能動　　えるために．以下のことを書き添えた。
的に学習する様子が見られた。　　　　　　　　　　　　・データベース講習会をしていて，学習プロセス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に踏み込めていないのではないかという不足感
2．1．4　参加者の反応　　　　　　　　　　　　　　　　がある
　プログラム終了時に受講者にアンケートを行い，　　　・それをよい方向に変えるためにCASP　Japan
20名から回答を得た。「今回のR言語講習会を受講　　　　の力を借りてワークショップを実現したい
してみての感想を教えて下さい」という設問には　　　・PubMedのようないわゆる文献検索用のデー
16名が「今後の研究や勉学に役に立ち有意義であ　　　　タベースだけでなく，UpToDateのように根拠
る」と回答し，高い評価を得られた。　　　　　　　　　　に基づいた電子教科書も使って，EBMのプロ
　「受講内容の難易度を教えてrドさい。」という設問　　　　セスの中で情報入手が果たす役割を知る過程を
には10人が「ちょうど良いレベルだった」という　　　プログラムに入れたい
回答であった，，しかし，「易しい」「大学院生や研究　　　この問い合わせに対し「可能である」との回答が
者レベルのプログラムを用意すべきだ」という回答　　あり翌年5月には実際に会って内諾を得たことによ
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り，申請の際には決定事項として講師名を記載し，　断に関する論文を取り上げることになった。
実現可能性の高いプログラムとして提示することが　　　プログラム内容の決定を受け，「エビデンスに基
できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つく医療を実践するEBMワークショップ」と題し
　プログラム採択後の日程調整は予想以上に難航　　広報を始めたのが開催の約1ヵ月前であった。プロ
し，10月初旬に11月15日実施が決定した。日程　　グラム及びシナリオの内容は表2，図1のとおりで
の決定と同時に実施内容について検討を行った。　ある。
CASP　Japanのワークショップは，　EBMや論文の
質を吟味するためのチェックシートについての講義　　表2　「エビデンスに基づく医療を実践するEBMワー
（1時間程度）と，5人程度のスモールグループに分　　クシヨツプ」プログラム
かれてのグループワーク（4時間程度）で構成され
ることが多い。
　グループワークでは仮想上の臨床現場（シナリ
オ）をもとに疑問を定式化し，論文の質を吟味す
る。そしてその結果を踏まえ，シナリオの患者に論
文が適用できるのかを考える，という流れが主流で
ある。これにより1．で前述したEBMの四つのス
テップのうちステップ1（疑問の定式化），ステッ
プ3（情報の吟味），ステップ4（判断の適用，実
施）を中心とするEBMの一連のプロセスを学ぶこ
とができる。しかし論文を事前に読んできてもらう
必要があるため，シナリオではすでに論文は発見さ
れており，グループワーク内ではステップ2（情報
収集）にあたる情報検索を学ぶことはできない。
　このためCASPでは情報検索を重点的に学ぶプ
ログラム（2～3時間程度）が別に用意されてい
る2°）。時間的な制約もあり，講義＋情報検索にして
時間を短縮する方法や，今回はEBMの全体的なプ
ロセスを重視することとして情報検索は講義で触れ
てもらう程度にするという選択肢もあった。しか
し，グループワークを通してEBMのプロセスを実
際に体験する機会，プロセスの中に組み込まれた情
報検索を学ぶ機会，どちらも提供することが今回の
重要な目的であるため，グループワークとは別に時
間を取って情報検索の実習をプログラムに加えた。
なお，厳密にCASPのプログラムに沿ったもので
はなく，EBMで重視されている「質の高い情報を
入手する」検索のためのポイントと，得られた論文
を徳島大学で入手する方法（電子ジャーナルの閲覧
など）を中心に図書館職員が講師となって実習する
時間 内容
10：00～11：00EBM概論・診断研究について（講師担当）
11：10～12：00情報入手のポイント（筆者担当）
12：00～13：00昼食
13：00～14：30スモール・グループ・ラーニング（グループワーク）①
14130～15：00フィードバックと全体セッション
15：00～15：30スモール・グループ・ラーニング②
15：30～16：00フィードバックと全体セッション
16：00～16：40まとめ
あなたは、ある病院の医師である。あるとき、友人かも相談
を受けた。その友人の知り合いに35才の女性がいて、最近
話題になっているダウン症のヌクリーニングテヌトを受け
るか悩んでいるらしい。
　その女性は現在妊娠12週で経過は順詞なのだが、最近従
来のチストに比べてかなり精度の高い胎児のDNAをチェ
ックする手法があることを知って迷ってきたらしい。
「99％の精度で判定ができるって書いてあるちしいのよ‥・
別に、検査が陽性だったらどうしようと思ってるわけじゃな
いちしいのよ。今回が初めての妊娠だし、母親が事前に旨分
の子供のことを知りたいっていう気持ちはわかるじゃな袖・。」
　あなたは、産科の先生としっかり相談することが一番大事
だと伝えた上で、35才の母親であればある程度のリスク上
昇はあるけど、検査で行動を変えないのなちあまり検査を受
ける意味はないな、と感じていた。ちょっと調べてみて、
もし何かわかったも連絡するよと話した。
　その後、少しチェックをしてみるとその基礎となる論文を
見っけた。また、それに関連する論文を認めた。臨床の現場
に即した研究デザインのように見えて、その関遠論文をチェ
ックしてみることにした。
1時間程度の内容とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　シナリオ（一部抜粋）
　吟味する論文は，講師によるとEBMを学ぶ際に
よく出される例として「高血圧の患者に対する治　　　開催場所を図書館内のミーティングルーム（定員
療」があるが，それよりは近年話題になったり学生　　32名）にしたため，余裕を持ってグループワーク
自身に起こり得たりするようなシチュエーションの　　の机が配置できるよう，募集人数は20名，対象は
ほうが学生が真剣になり議論が白熱するため良いと　　蔵本地区の学生，研修医，指導医，教職員とした。
思う，また診断に関する論文は内容の質のばらつき　　　学習支援のためのワークショップだが，学生だけ
が大きいため吟味するポイントを学ぶことは有用で　　でなく医師・看護師・薬剤師・コメディカル等医療
あるとのことで，2013年に開始された新出生前診　　職についてからも専門職業人として生涯学び続ける
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必要がある。また，学生だけでグループワークを行　　目指してほしいという思いを感じられる講義であっ
うよりも，実際に医療のプロフェッショナルとして　　た（写真2）。
働いている教職員が加わることでより深い議論がで
なかった。
　また，グループワークの際には，各グループに
1～2名のチューターが付く。チューターはコミュ
ニケーションの促進や，議論のポイント整理等の重
要な役割を果たすため，EBMワークショップ経験
者に依頼する必要があった。このため既に面識のあ
るワークショップ経験者やCASP関係のFacebook
での呼びかけに応えてくれた数名に協力を依頼した。
2．2．2　広報
　広報はR講i習会と同様にメール送信，ボスタ＿　　　　　写真2　EBM概論’診断研究について
掲示，研究室へのビラの配布，図書館ホームペー
ジ・プログでの告知などを行ったが，それに加え，　　続く情報検索の講義は，場所を館内のマルチメ
副館長（現館長）と図書館職員で協力部局や関連の　　ディアルームに移動し，実習形式で行われた（写真
ある研究室等20ヵ所以上へ直接挨拶や説明に出向　　3）。
き，学生や教職員に参加の呼びかけを依頼した。最
初は「論文の抄読会はすでにやっている，休日を1
日使ってそれ以上のことが得られるのか」と言われ
ることもあったが，EBMのプロセスを直接説明す
ることで単に論文の内容を読むだけではないと理解
してもらえ，相手方の態度が変わったと感じられる
瞬間もあった。また，薬学部ではこのワークショッ
プが単位取得の対象となったり，大学内の女性研究
者ネットワークのメーリングリストで告知できたり
と，当初は想定していなかった協力を得ることもで
きた。シナリオの内容から，医学部生向けと思われ
て他の参加が難しいのではないかと危惧されたが，
医・歯・薬の全学部から学部学生15名，大学院生　　　　　　　写真3　情報入手のポイント
7名の参加があり，教職員や県内病院医師等の学外
者を含め33人が参加した。　　　　　　　　　　　　シナリオでは新出生前診断を受けるべきか悩む知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り合いを持つ友人のために「少しチェックをしてみ
2．2．3実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると新出生前診断の基礎となる論文を見つけた。ま
　参加者をあらかじめ6班に分け，最初からグルー　　たそれに関連した論文を認めたため読んでみること
プごとに座れるよう，事前に机をグループワーク用　　にした」としか書かれていない部分が実際にどのよ
に配置した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　うな過程を経ているのかということを理解してもら
　講義「EBM概論・診断研究について」では，　えるような内容とした。主な内容は以下のとおりで
EBMについてのイメージや，ぎっくり腰など身近　　ある。
な疾患の治療の目的についてグループで話し合い，　　　・疑問の種類に応じた情報収集のツールの選び方
講師がテーブルを回ってグループの回答を聞いてい　　　・医療情報の階層構造とその特徴
くというアイスブレイクの時間が設けられ，午後か　　　・UpToDateを効率的に読むポイント
らのグループワークを円滑に進められるような配慮　　　・疑問を分類して検索を行う重要性
がされていた。また，講師からは繰り返し「皆さん　　　・効率的な検索のために有効なPubMedの機能
の中から日本を背負う研究者が出る可能性は十分あ　　　　（関連文献の検索，C』nical　Queriesメニューなど）
ります」という発言があり，参加者に高いレベルを　　　・検索結果から文献の本文を読む方法
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　使用したスライドは、附属図書館のWebページ　　　同じシナリオで同じ論文を読んでも各グループの
で公開しているため，詳しい内容はそちらを参照さ　　発表内容には違いがあり，参加者は真剣な表情で聞
れたい2川。　　　　　　　　　　　　　　　　　　き入っていた。EBMが論文を読めば回答が得られ
　昼休み中にもチューターの呼びかけで，検査の精　　るというような単純なものではなく臨床経験や患者
度を考慮して診断するポイントについての勉強会が　　の価値観などを統合するもので答えは一つではない
自由参加で行われ，ほとんどの参加者が出席してい　　ということ，だからこそEBMの要素の一つである
た。テンポよく説明と質問が繰り出され，参加者も　　「最も妥当な研究の根拠」を見極め活用する能力が
積極的に手を挙げて発表していた。　　　　　　　　必要なのだということを参加者自身が実感できたの
　午後からは部屋を戻してグループワークが行われ　　ではないかと思う。
た。まず，1時間半で，シナリオ・課題論文・　　最後に「今感じている気持ちを大切にしてほし
チェックシートに沿ってディスカッションを行い，　い」と講師からの提案で参加者が一人ずつ感想を述
シナリオのPICO，課題論文のPICO，チェック　　ベた。参加者はワークショップで得たものや新たな
シートの設問に対する回答を各グループで模造紙に　　迷いについて率直に語り，よい振り返りの時間と
書き出していった。PICOとは臨床上の疑問を定式　　なった。また，多くの参加者が「他学部の人とディ
化することで，図2のような形で表される。　　　　　スカッションできる貴重な機会でよい刺激になっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た」「論文を読む個人によって随分考え方が変わる
P（Patien∀PopWltlo11）：35歳，12週の妊婦
1（lntervelltion）：新し、・ダウン症のスクリーニング検査
をする
C（Comparおon）：スクリーニング検査をしない
0（Outeome）：心の準備をすることができるか
ものだということが分かった」「自分の思いつかな
かった視点からの意見が得られたので今後に活かし
たい」と話し，「多角的な視点で学習する機会を創
出し，学部や既存学問分野の枠を超えた人的ネット
ワークを形成する」という意義を参加者にも感じ
取ってもらえたのではないかと思われる。
図2　PICOの設定例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．2．4　参加者の反応
　次にグループごとにディスカッションの結果を発　　　R講習会と同様，プログラム終了時に受講者にア
表し，講師からは各班が重視したポイントなどにつ　　ンケートを行い，30名から回答を得た。また．医
いて解説があった。　　　　　　　　　　　　　　　　学部，薬学部の学生各1名に個別に感想文を書いて
　その後30分程度で論文の結果をシナリオに当　　もらい，蔵本分館プログおよびメルマガ「すだち」
てはめられるかのディスカッションを行い，グルー　　に掲載した。
プごとに発表を行った。学部学生など論文を読むこ　　　各プログラムについて「新しい知識や手法が得ら
とに慣れていない参加者も多い中でディスカッショ　　れたか」「今後の研究や勉強に役立つか」という設
ンが成立するか危惧したが，チューターの協力も　　問に対し「得られた」という回答が9割程度あり．
あって参加者は積極的に議論に参加し，各グループ　　高い評価が得られた。また，「今後希望する文献検
で非常に白熱したディスカッションが行われた（写　　索」については，「網羅的な文献検索」「今1」のよう
真4）、，　　　　　　　　　　　　　　　　　な効率的な文献検索をもっと詳しく」の選択肢で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あったがIU｜答数はほぼ同じであり，どちらにもニー
　　　　　　　　　　　　細　　糊1パ嚇　　　　ズがあることが伺えた。今回のように「質の高い情　　　　　　瓢糠一《蜘ll；㌍効　報を効率白勺に検索する」とい潮点からの文酬灸索
　　　，％、’　　　．，　　　　　　　　　　　　　　　　ながら検索してもらい，そのプロセスを検証すると
　　　　　　　　濠蘂、　，　　　　　　　　　　いうやり方もある」とのアドバイスを受けた。今後
　　　　　　　　ぼハ　　　　　　　　　　ぴ　シ　　　　　　　　鋤纈＿、。　量麗㌶熟㌶蕊：；㌶㌶：
　　　　　鎌翫一～＼Z蒜蓮籔8；：禽遵㌫ニグラムに
　　　　　　写真4　グループワーク
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表3　自由記述での回答内容　　　　　　えたなら，そのことをきっかけにして，より様々な
プログラム名
EBM概論・
診断研究に
ついて
情報入手の
ポイント
グループ
ワーク
回答内容
論文の読み方，そして目の前の患者に
どう当てはめるか，患者にとって最善
な治療は何なのかということを学ぶこ
とができてよかった
エビデンスとは吟味するだけでなく，
患者さんに対して適切なものであるか
といった内容には目からウロコが落ち
た
知らなかった方法が分かり役に立った
効率よく情報を収集できる方法を教え
ていただいたので，今後の文献検索や
レポート作成に活かしていきたい
様々な分野の人びととディスカッショ
ンすることができ，とても有意義で
あった
今後，臨床研究を行う時に，どのよう
に患者設定をするか，どのような目
的，アウトカムを考えるとより患者さ
んに反映できる研究になるかをじっく
り考えることができた
機会で図書館が学習支援を行えるよう今後に繋げて
いきたい。
　今回の両プログラムを実施するにあたり，学内の
関係部局には助言や広報等様々な協力をいただきま
した。講師の先生をはじめ，関係者の皆様にこの場
を借りて心よりお礼申し上げます。
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Yumi　KUNIMI
Providing　learning　and　research　services　with　an　emphasis　on　information　literacy　at　a　life　sciences
library：aglobal　human　resource　development　program　to　promote　evidence・based　life　sciences
Abstract：Tokushima　University　Life　Sciences　Library，　called　the　Kuramoto　Annex　Library，　has　developed
and　implemented　two　programs　designed　to　support　the　process　that　students　acquire　information　literacy
skills．：“Developing　people　to　acquire　statistical　analysis　techniques　to　utilize　big　data　and　data　mining　in
the　life　sciences　in　problem－based　and　inquiry　learning　experiences”and“Developing　people　becoming
utilize　valid　medical　informations　by　studying　evidence－based　medicine”．　The　author　reports　on　the
implementation　of　the　program　from　an　information　literacy　perspective．
Keywords：information　literacy　education／learning　processes／life　sciences／statistics／analyzing　big
data／data　mining／Rlanguage／evidence－based　medicine（EBM）／EBM　workshop
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